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　聞 く，話す，読む，書くな ど の言語的ス キ ル の 評

価 と指導を系統的に行 っ て い く上で，刺激等価性パ

ラダイ ム が有効な手段 となる （山本 ，
1992 ）。刺激等

価性 と は，こ こ で は，特定 の 条件性弁別訓練 によ っ

て ，直接訓練され て い な い関係 が派生的に成立する

こ とを指す 。 こ れま で，刺激等価性 パ ラダイ ム を 個

別指導場面に用 い た研究 は多 く行われ，そ の 効果が

示 され て きたが，子 ども の 遂行 レベ ル に応 じて 系統

的なプ ロ グ ラ ム を構築 し，他 の教育 カ リ キ ュ ラ ム と

の 関連を検 討 した研究は 十分行われて いない 。本研

究は，刺激等価性の枠組み に 基づ く コ ン ピ ュ
ータ支

援指導 （山本 ・清水 ，1998）を 心 身障害学級に お け る

教育場面に導入 し，導入 の 経過，生徒の 遂行 レベ ル

の 評価，学習促進効果，自己学習の 可能性 を系統的

に検 討す る こ と を 目的と す る。

　　　　　　　　　【 方法　】

（1）参加児 ：東京都多摩地区 の 公立小学校心 身障害

学級に在籍 して い る 10 名 の 生徒 全員 （2 年 生 2 名，

3 年生 3 名，4 年生 2 名、5年生 2 名 ，
6 年 生 1 名）

が参加 した。プ ロ グ ラ ム課題 と研究の 内容は児童の

保護者に 事前に 説 明 し了解 を得 て 実施され，匿名で

の データ公表 の 許可を得た。

（2）場面 ：学級 の プレ
ー

ル
ー

ム に お い て ，週 2 回な

い し 3 回， 1 回 20 分程度実施 した。

（3）機材 ：ア ッ プル社 マ ッ キ ン ト ッ シ ュ コ ン ピュ
ー一

タ （Perfoma5430 ：72MB 　RAM ）を使用 した。

（4 ）学 校 との 連携の 方法 ：  独立変数 ：［事前

説 明］教材 の デモ ン ス ト レーシ ョ ン を行 い な

が ら，コ ン ピ ュ
ータ指導の 学習促進効果や

ひ と りで の 学習が 可能で あ る こ とを，担 当

教諭，保護者，校長 に解説 し た。［中間報 告］

担当教諭お よび保護者に対して ， 各参加 児

へ の 指導内容，成果，今後の 見通 しを書面

で 提示 し た。［年度末最終報 告］担当教諭お よ

び保護者
一一・

人
一

人に対 して，実際 の 課題遂

行の 様子を ビデオで 示 し，指導内容と指導

成果を説明 し，書面 で提示 した。  従属変

数 ：担当教諭 ， 校長 ，保護者の 発言や行動

および教育委員会の対応を書 き出し，それ

ら を従属変数 とした。

（5）系 統 的 評 価 と個別指導の 方 法 ： 参加 児は

授業カ リキ ュ ラム の合間に，訓練者 に よ っ て プレー

ル
ーム に 誘導され，そ こ で コ ン ピュ

ー
タを実施 し

た 。各課題 は ，各参加児 ごとに構 成され た指導順序

に従 っ て 系統的に評価 と訓練とが実施 された。主 と

して 以下の課題 を実施 した。  コ ンピュ
ー

タ使用 ス

キ ル の 形 成 ： タ ッ チ パ ネル あ る い は マ ウス の使用

を，ス ク リ
ー

ン 画面をポイ ン テ ィ ン グ （あ る い は ク

リッ ク）す る こ とによ っ て徐々 に絵を出現 さ せ る課

題 （清 水 ・山本 ，1997a ） を用 い て 形成 した。  同

．．’
見本 合わ せ 課題 ：絵刺激を 用 い て 実施 した。  平

仮 名単語を用 い た恣意的見本合わせ課題 ：身近な 単

語 に つ い て ，音 一文字
一
絵と の 間で 実施 した。  平

仮 名文字を 用 い た 恣意的見本合わせ課題 ：音
一
平仮

名文字との 間で 実施 した。1  漢字 を用 い た恣意的見

本合わ せ 課 題 ： 分化結果 手続 き （differential

outcome ：清水 ・山本 ，1997b ）によ っ て ，漢字一

音 一絵と の間の 関係を訓練 した。

（6 ）事例 ：  A 児 （ダウン症）：語彙の学習 ：見本

刺激と して 名称 の 音声，比較刺激と して 2 種類の絵

が提示 され る恣意的見本合 わせ訓練を実施 した 。

　  B 児 （知 的障害）：漢字の 学習 ：分化結果を含

む恣意的見本合わせ 訓練を 実施 した。見本刺激 とし

て 絵 が提示 され ，それ をク リッ クする と 1文字 の 漢

字が 比較刺激 と し て 4 つ 提示され る。対応 した比較

刺激を選ぶ と 正解音とそ の 漢字 の読み が音声刺激 と

して 提 示され，誤反応の 際は修正法が適用された。

タイ プ タイ プ タ イ プ

図 1　刺 激 等 価 性 パ ラダ イ ム に基 づ いた 系 統 的 な 訓 練プロ グ ラ ム の 概要

一 52 一

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



The Japanese Association for Behavior Analysis(JABA)

NII-Electronic Library Service

The 　Japanese 　Assooiation 　for 　Behavior 　Analysis （JABA ｝

表 1B 児 の 結 果

　 Sam 　 1θ

　 Picture
ldeogram 　Word

Spoken 　Word
Spoken 　Word

Ideogram 　Word
　 Picture

Com 　 arison 　 or 　Res 　 onse

Ideogram 　Word

　 Picture
Ideogram 　Word
　 Picture
Oral 　Reading
Oral 　Namin

　 　 Pro 　Tost
l　　　　 2　　　 　　3

6％ 　　　　250／o 　　 l3％

13 ％ 　　　0％ 　　 　25 ％

19 ％ 　　 　6％ 　 　　13％

6 ％ 　　　25 ％ 　　　19％

0 ％ 　　　　0 ％ 　　　　0 ％

0％ 　　　　0 ％ 　　　　0 ％

　 　 Post 　Te8t

　 l　　　 　 2　　　　 3

撒 麟 　 二
100 ％ 　　88 ％ 　　　　−
100 ％ 　　25 ％ 　　 100 ％

ζ畿 臘 　 ：

　　　　　　　　　【 結果　】

（1 ）連 携の 経 過 ：系統的指導プ ロ グ ラ ム は ，ポジ テ ィ

ブな評価 を受け，受け入 れ られ ，次年度の 実施も期

待 され るようにな っ た。そ の ため の弁別刺激は 以下

の もの である と考 え られ る。［大学ス タ ッ フ → 担当教

諭 ］［大学 ス タ ッ フ → 校 長1生徒の 次の よ うな行動 。

  マ ウス操作 を含 む複雑 な コ ン ピ ュ
ー

タ操作の 遂

行，  長時間 に わた るひと りで の 課題従事 ，  課題

を 楽 し い そ うに
， 熱心 に実施 して い る様子。［校長 →

教育委員 会〕学校に コ ンピュ
ー

タを積極 的に導 人 し

て い る こ と の ア ピー
ル。匚担当教諭→ 保 護剖 担 当教

諭 か ら の 説明。［大学ス タ ッ フ → 保護者」報告 会 に おけ

る 成果の説明お よび子 ども の様子 の ビデオ映像 。［担

当教諭 → 通常学級の 教諭1心 身障害学級か ら コ ン

ピュ
ー

タ導 人 を実践し て い る こ と。

（2 ）系 統 的評価と個別指導 ：10名の 生徒は，大き く分

けて 3 つ の 教 育的ニ
ー

ズ の タイプ に分けられた （図

1 ）。  見本合わせ の 指導 （3 名）：般性同
一

見本合

わ せ を 3 名 中 1名 で確立で きた。2 名に つ い て は ，対

構成課題 による見本合わせ を指導 した 。  平仮名の

指導 （3 名）： 3名とも，音 に 対す る 絵 の 選択 （聞き

取 り理解）は 確 立 して い たが，音に対す る文字選択

が困難であ っ た。そ こ で音 と文字 と の 見本合わせ訓

練を実施した。そ の 結果 ，3 名 中 2 名 で 適切な選択

が で き る 平仮名が 増加 し た。1 名 に つ い て は名称音

に 対する 単語の 選択が可能に な っ た。  漢字 の 指導

（4 名〉： ⊥名は 1 ・2年生程度，3 名は数種類 の 漢

字 の 読み は 可能で あ っ た 。 分化 結果 を含んだ見 本合
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　　　　　　 図 2A 児 の 結 果

わ せ 教材に よ っ て ，4 名中3 名で ，読め る 漢字 の 顕

著な増加が見 られ た 。

（3 ）事例 ；  A 児 ：名称に 対する絵刺激選択 による

見本合わせ課題に お い て、好み の 絵刺激と新奇な絵

刺激 と を系列内に混ぜ る こ と で ，後者 の 正反応率 も

上昇した （図 2）。  B 児 ：読みが困難な漢字に つ い

て も，分化結果手続き を含む恣意的見本合わ せ 課題

によ っ て ，直接 訓練 され て い な い 刺激間関係が成立

した （表 1）。

　　　　　　　　　【 考察　】

　対 象とな っ た 学級には，3名 の 教諭 に 対 して 10名
の 生徒 が在学 して い る。それぞれ の 生徒に は，特別

な教育的ニ
ーズ （special 　educational 　needs ）があ

るため，．一斉授業で の 指導に よ っ て ，必要性 に応 じ

た学業達成 を実現 して い くの は困難 で あ っ た 。そ こ

で ，以下 の よ うな方 略によ っ て ，学級 全体の カ リ

キ ュ ラ ム を系統立て ，機能化 して い くプロ グ ラ ム を

実施 して い っ た。  個別指導 の 必 要性 と，各生徒の

達成度の 評価結果 とそ の 可能性 を担 当教諭 ，保護

者，校長に 明確に 示 し た，  個 に応 じた教育的 ニ ー

ズ を ター一ゲ ッ ト行動と して設定 した ，   そ の 達成 の

ため の必要十分条件を明 らか に した，  そ の 達成 の

ため の指導方法を作 り上 げた，  そ の 成果 を公正に

評価 した，  そ の 成果を担当教諭，保護者 ， 校長 に

適切 な 形 で 伝えた 。 行動分析学が明 らか に してきた

基礎 的な研究成果 を，教育現場の 中で 有効 に もち い

るため の 条件として 以下の こ とが考え られ る。担任

教諭 の 負担が少な い こ と。子ど も が楽し く実施でき

る こ と。大 きな指導成果 をもた らすこ と。保護者か

らポジ テ ィ ブな評価を受け る こ と。行政の全般的方

針 （コ ンピュ
ー一

タ の 導入） を活用す る こ と。
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